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① 総会  

・本年度総会を、令和 2年 8月 4日（火）に開催  

 

 

② 企画運営会議                           

・第 1回を 10月～11月頃、第 2回を令和 3年 3月頃に開催する予定 

 

 

③ 利用調整会議  

・主に、保全活動における目標植生を共有することや、維持増進のための管理手法、管理活

動の立案と実行に関して、協議を行い意見を集約する保全活動ミーティングを行う。 

本年度は、10回程度開催を予定。 

・公園施設の検討、開園前及び開園後の管理体制、広報等については別途事業・計画ミーテ

ィングとしての会議を 2回程度開催する予定。 

 

 

○保全活動ミーティングでの協議内容案 

1）2021年の暫定利用に向けた記念イベントの企画・準備 

   ・市民や企業の連携手法の拡充に向けては、市民、企業がイベントの運営者として企画・

準備や当日の運営などに携わることで、共通の作業や対話を通じてお互いの理解が深ま

ることなどにより、開園に向けて目標を共有するきっかけになることが考えられる。 

   ・2021年の暫定利用時に、当公園を広く周知することを目的に記念イベントの開催を企画

し、令和 2年度は協議会員を含め、市民や企業とともにイベントの企画、準備を進める。 

  

2）暫定利用エリアの整備 

・来年度に協議会活動で整備予定のサインについて、協議会員と表示内容に関する意見

交換と情報収集を行い、仮設サインの整備方法について取りまとめる。そして、試行

的に製作・設置を行い、基本・実施設計に向けた課題を明確化する。 

  

○事業・計画ミーティングでの協議内容案 

   ・昨年度に検討した公園施設ならびに活動拠点施設などの建物について、来年度以降の基

本設計・実施設計に向けて施設の仕様について取りまとめる。 

 

 

 

④ 環境保全活動  

・年間活動計画を基に、適宜、利用調整会議で調整しながら、将来的な植生の目標像を目 

目して、草原や園路の草刈、竹林や樹林の間伐、湿地・ツツジの保全作業、園路の階段 

づくり等を行う。 

・環境保全活動等にかかる新型コロナウィルス感染防止対策については、以下の取組みに 
努めるものとする。 
・本年度は、年間 10回を予定  
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信太山丘陵里山自然公園 環境保全活動等にかかる新型コロナウィルス感染防止対策（案）  

○三密（密閉、密集、密接）を避けること。 
○原則として、マスクを着用すること。 
ただし、熱中症対策に配慮し、「水分」をこまめにとり、「塩分」をほどよくとること。 
また活動中に苦しくなった場合はマスクを外して活動する、または休憩すること。  
○必ず軍手を着用し、活動前･後の必要に応じて、準備したアルコール等の除菌液・シートに 
より手の消毒を行うこと。  
○草刈機、カマ、剪定鋏などの道具や拡声器など、他の人が触れる可能性のある物には除菌 
シートにより消毒を行った後、再度使用するよう心掛けること。  
○新型コロナウィルス感染症の症状の疑いがある時、或いは体調がすぐれず、咳やくしゃみ、 
発熱がある時は活動に参加しないこと。     
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活動予定月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

【定例】             

①南西草原-A   ● ● ●    ①    

②南西草原-Ｂ          ① ①  

③南西草原-Ｃ      ① ①   ①   

④北東草原（草刈）        ①    ① 

⑤竹林       ②      

⑥竹林（道・草刈）       ②      

⑦南側ツツジ低木林           ①  

⑧府大ツツジ低木林           ②  

⑨西側主園路        ①     

⑩トンボ池          ②   

【新規】             

⑪駐車場北側道づくり        ② ②    

⑫トンボ池北側園路             

⑬展望場所             

⑭北東草原横（間伐）             

⑮谷筋南側道づくり             

⑯コナラ林             

⑰尾根主園路沿い間伐             

⑱活動紹介サイン設置             

⑲園路沿い立入抑制柵             

【自主】             

⑳スミレの小径             

㉑四段湿地        〇     

㉒谷戸の上の湿地        〇     

㉓東側池のコナギ除去     〇        

［２０２０年度活動計画図］（案） 

雑木・ツツジ低木林 

雑木・ツツジ低木林 

草原 

竹林 

ツツジ低木林

草原 

展望場所 

草原 

草原 

草原 

①南西草原-Ａ 
 ･ｱﾒﾘｶｵﾆｱｻﾞﾐ駆除（6,7 月） 
･草刈 
（1 回目：6,7,8月） 
（2 回目：12 月） 

③南西草原-Ｃ 
･草刈 
（1回目：9,10月） 
（2回目：1月） 
 

②南西草原-Ｂ 
･草刈 
（1回目：1 月） 
（2回目：2 月） 

⑦南側ツツジ林 
･草刈(2月) 

⑥竹林道 づくり 
・道、草刈（10月） 

⑤竹林（ハチク）整備 
（10 月） 

⑩トンボ池 
･草刈、防水（1月） 

⑰尾根主園路沿い 
･中低木間伐（時期未定） 

⑫トンボ池北側園路 
･草刈、道づくり 
（時期未定） 

⑬展望所 
･間伐（時期未定） 

トンボ池 

⑮谷筋南側道づくり 
･階段（時期未定） 

⑭北東草原横 
･間伐（時期未定） 

⑳スミレの小径（自主活動） 
･草刈（時期未定） 

④北東草原 
 ･草刈 （1回目：11月） 

（2回目：3月） 

⑨西側主園路 
･草刈り（11月） 

⑧府大ツツジ林 
･草刈、間伐（2月） 

⑯コナラ林 
･間伐（時期未定） 

スミレの小径 

草原 

仮設駐車場 

：活動した場所･内容 

：活動予定場所･内容 

凡 例 

⑪駐車場北側道づくり 
・間伐（11,12月） 

⑱活動紹介サイン設置 
（時期未定） 

⑲園路沿い立入抑制柵 
（時期未定） 

2020.08.01 

S=1/2000 

※6、7月は自主活動 
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⑤ 信太山里山講座（案）   

公園づくりや信太山里山講座の担い手となる市民などの育成を目的として、以下に示すよう

な計画地の環境やその保全、公園づくりの方法、安全管理等に関するカリキュラム及び講座内

容とする。 

1）カリキュラム及び講座内容 

・カリキュラムは必修 3講座と選択 2講座の合計 5講座を受講することで修了を認めるも

のとする。 

・講座内容は以下に示す通り、室内で開催する座学と計画地で開催する実践講座とする。 

区分 講座名 開催時期 内容 場所 

必修 
【座学】 

基礎講座 

9月下旬 

 

【オンライン配信】 

・オリエンテーション 

・信太山丘陵里山自然公園のテーマ 

（講師：藤原氏） 

 

― 

必修 
【実践】 

実践学習 

10月 4日

（日） 

・保全活動の心得（講師：田丸氏） 

・その後保全活動を体験 

信太山丘陵 

里山自然公園 

選択 

【実践】 

保全活動や

クラフト 

体験の実践 

11月 1日

（日） 

・自由参加として保全活動日に参加し、

実践の練習を行う。 

・自然クラフト実践（講師：本藤氏） 

信太山丘陵 

里山自然公園 

必修 
【実践】 

実践学習 

12月 6日

（日） 

・公園づくりの基礎と安全管理を学ぶ

（講師：三輪氏） 

・その後保全活動を体験 

信太山丘陵 

里山自然公園 

選択 

【実践】 

実践及び 

自主練習 

1月 10日

（日） 

・自由参加として保全活動日に参加し、

実践の練習を行う。 

※選択講座の補講としても検討する。 

信太山丘陵 

里山自然公園 

選択 

【実践】 

保全活動や

クラフト 

体験の実践 

2 月 7 日

（日） 

・自由参加として保全活動日に参加し、

実践の練習を行う。 

・自然クラフト実践 

（講師：ガールスカウト大阪府第 28団） 

信太山丘陵 

里山自然公園 

選択 

【実践】 

保全活動 

の実践 

3月 14日 

（日） 

・保全活動参加 

・修了式 
信太山丘陵 

里山自然公園 

2）コロナ禍における感染拡大防止対策 

(1)オンライン配信などによる講座の実施 

・座学については対面式の講義を避け、ZOOM 等の活用によるオンライン配信や、DVD 及び

テキストを受講生に配付することにし、講座の開催等を検討する。 

・講座の内容により上記の対応が困難な場合は、講座を中止する。 

※なお今回、例年行っている事例見学は中止とする。 

(2)次年度に講座単位を持越しできる 

・令和 2 年度に取得した単位は翌年以降も有効とし、今年度に受講できなかった講座があ

る場合は、翌年以降に講座を受講すれば、信太山里山講座の全課程を修了することがで

きるものとする。 

・新型コロナウィルス感染状況により屋外に出かけることに不安な方もおられると思われ

るため、受講生の募集は随時行うこととする。（各回定員 30名程度） 

(3)講座の有無に関する情報提供 

・毎回の講座について実施の有無を HPで紹介することやメール配信を行う。 

※メールアドレスがない方、HP を見ることができない方については、市と協議の上、

毎回出席するかどうかを確認する。 

(4)新型コロナウィルス対策の提示 

・信太山丘陵里山自然公園で実施している新型コロナウィルス対策を提示する。 

4 
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⑥ 自然観察会                       

・自然環境の固有性、独自性等を多くの人に周知することを目的とした自然観察会を行う。  

本年度については、2回を予定。 

 

[自然観察会実施計画表] 

 

 

 

 

 

  

観察会 
日時・場所 

講 師 周知方法等 運営にあたっての留意点 

第 1回 
緑の自然観察会 
 
令和 2年 9月 21日 
（月/祝） 
 

10：00～12：00 
 

信太山丘陵 
里山自然公園 

 
 
NPO 
いずみの国の自然館
クラブ 
 
NPO 
信太の森 FANクラブ 
 

 

○多くの親子連れ

の参加を募る 

・校区内運動会等を

避けて実施 

・広報8月号に掲載 

・ホームページ 

・チラシ作成、配布 

 
 
・グループを担当する協議会
会員を配置し、引率を含め、
説明や解説などを行う。 

 
・参加者全員で観察や採取し
た昆虫や植物をミーティン
グ時に共有できるビンゴカ
ードなどをつくる。 

 
・大人と子どもが一緒に楽し
めるプログラムを行う。 

 

第 2回 
生きもの観察会 
～カスミサンショウ
ウオ卵のう調査～ 

 
令和 3年 2月 28日
(日) 
 

10：00～12：00  
 
信太山丘陵 

里山自然公園、 
惣ヶ池湿地 
 

 
 
NPO 
いずみの国の自然館
クラブ 
 
NPO 
信太の森 FANクラブ 
 

 

○関係機関等との

連携を図る 

・大阪みどりのﾄﾗｽ

ﾄ協会との連携 

・広報2月号に掲載 

・ホームページ 

・チラシ作成、配布 

 
 
・卵の見本を提示するなど、参
加者が見つけやすいように
する。 

 
・参加者をいくつかのグルー
プに分けて、順番に湿地へ
入るなど、人数制限・立ち入
り制限を行う。 

 
・観察会で採取できる植物の
葉などを使用したプログラ
ム等の体験を通じて昆虫や
植物の特徴を理解してもら
う。 

 
・大人と子どもが一緒に楽し
めるプログラムを行う。 
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⑦ 湿地調査         

・貴重動植物種が生息する湿地(10箇所程度)について、継続的に変化を把握するための調査

及び、その維持管理手法の検討を行う。また、今後の調査体制についての検討を行う。 

 

○湿地性植物調査など 

（１）目的 

・大阪府レッドリスト等に位置付けられている貴重種（絶滅危惧Ⅰ類等）の保全。 

・次年度以降、湿地植物及び湿地環境の観察記録や管理内容を継続的に報告し、モニタリ

ングが継続して行えるようにする。 

（２）調査対象となる湿地の特定 

・これまで継続的に調査を実施しているＡ～Ｊの10箇所の湿地とする。 

（３）調査時期 

・各湿地の適期を考慮して調査を行う。ただし、湿地の特性によってそれぞれ葉の展開や開

花時期が異なるため、時期によっては観察を省略する湿地を検討する。 

（４）調査体制、手法など 

・NPO信太の森FANクラブなど、調査地に詳しい市民で観察記録を行う。 

・湿地植物の展開・開花が始まる７月以降にその年の植生状況を反映できるため、その時

期に植生図を作成する。 

・記録については、植物の出現状況、水分状況（乾燥、湿潤の状況）、必要に応じて導電

率の測定、周辺の環境等を記録できるように共通の野帳を用いて調査する。 

・撮影位置を決めて毎回写真撮影（定点観測）を行う。 

なお、ドローンによる空撮なども行う。 

・湿地情報の扱いに留意しながら、利用調整会議などで意見を伺い、調査手法や保全手法

の検討を行う。 

（５）調査結果について 

・草刈など現状で行われている維持管理内容、時期などを整理し、貴重種の生育に関する

維持管理手法の検討や試行を行いモニタリングする。なお、これらの取組について、企

画運営会議や協議会で共有する。 

 

[留意点] 

◇維持管理手法の検討及び試行的な実施については、大阪府立大学と調整・相談することをベ

ースに、必要に応じて外部の専門家などのアドバイスを得るなどの検討を行う。 

◇調査等の活動については、これまで湿地の観察や保全作業の実績があり、知識・経験豊富な

NPO信太の森FANクラブなどの協議会メンバーにより調査結果や記録の整理等について調整を

行いながら公民協働で実施する。 

◇調査結果や維持管理手法検討内容については、協議会の企画運営会議等に報告し、必要に応

じて今後の実際の活動及び取組み等に活用していく。 

◇貴重動植物種が生息している湿地箇所等の具体的な位置情報等については、公園整備状況等 

に応じて、公開もしくは限定的に公開の区別を明確につけておくものとする。 
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⑧ 里山管理手法の実験  

・今後も里山管理や自然復元に反映できるような実験を大阪府立大学との連携のもと進めて

いくことを検討する。 

（案）本年度はネザサ根茎除去実験箇所において、多様性のある二次草原の復元を目指して

実験を継続し、在来山野草の種子の播種や苗の植え付け等を検討する。 

⑨ 広報活動  

・市のイベントや行事を通じて、市民への本公園の紹介や活動への参加募集活動を行う。 

・市内の企業に対してはＣＳＲの一環としての保全活動への参加を、教育委員会に対しては

将来の環境教育の場としての本公園の紹介などを広報活動として行う。 

⑩ 公園整備計画   

・公園整備計画を継続して検討するとともに、2024年度の一部供用開始に向けて、暫定的な

部分開園の方法や公園利用の方法についても検討する。 

１）公園施設の基本・実施設計に向けて 

令和元年度までの公園整備計画の成果を基に、公園施設の目的、利用内容、運用方法など

施設整備にあたっての前提条件を整理し、園路舗装の素材や構造、木道の規格、広場の仕

上げ、駐車場の舗装構成、管理施設（柵、車止）の規格、ベンチの規格、サインの表示内

容などの施設と、給水・排水・電気などの各種設備の仕様を取りまとめる。 

仕様の設定にあたり、令和 2年度のスケジュールと、令和 6年（2024年）開園までの基

本設計・実施設計、公園整備のスケジュールを以下に示す。 

信太山丘陵里山自然公園整備スケジュール（案） 

公園施設

・園路、広場、木道

・柵、車止

・サイン

営

繕

課

活動拠点施設

トイレ

道

路

課

信太5号線

　企画運営会議

　利用調整会議

（事業・計画Ｍ）

公

園

施

設

整

備
（

公

園

課
）

・活動拠点施設

・トイレ

・あずまや

4 7 10 1

　開園

　総会

10 1 4 7 10 14 7 10 1 4 7

令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年

4 7 10 1

仮設トイレ

仕様の設定

実施設計 道路工事

建築実施設計

公園工事公園工事

（仮設サイン）

協議会メンバーによる整備

基本･実施設計

建築仕様の確定

建築基本設計

暫定開園 第１期開園

仮設トイレ

3回/年

建築工事

確認 確定

仮設施設の検討

営繕課打合せ
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２）建築物(活動拠点施設・トイレ・あずまや)の基本・実施設計に向けて 

令和元年度の事業・計画ミーティングでは、信太山の自然環境を守り、育て、公民協働

により活用していくという本公園の基本理念に則した建築物であることを条件として、 

活動拠点施設の利用イメージや間取案、環境に相応しい外観と木造を基本とした建築イ

メージ、配置計画案について検討した。 

令和 2年度は、来年度以降の建築基本設計・実施設計に向けて、木造、鉄骨造、ＲＣ

造の構造の違いによる耐久性、コスト、メンテナンスの容易さ等に関する比較検討資料

を作成することにより建築構造の基本方針を設定し、建築物の構造、意匠、間取、材質

等の仕様を取りまとめる。 

⑪ 市の発注する予定事業   

  ・公園敷地内の高木の剪定、整枝を予定 

 

・仮設トイレの設置及びアンケート 

令和 3年度の暫定利用に向けて、トイレについては保全活動 1回、観察会 2回の計 3回  

レンタルトイレを配置し、トイレの必要性や課題などに関するアンケート調査を実施し、

参加者の意向をとりまとめる。 
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